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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策を背景に企業収益の回復や雇

用環境の改善等、国内景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら中国経済の減速の影響や消費回復の遅

　れ等、先行き不透明な状況が続いております。

物流業界におきましては、個人消費や住宅投資の落ち込みから総輸送量は減少しており、外注費などのコスト増もあり、

　依然として厳しい経営環境が続きました。

このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提案、提供し、既存顧客との

取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減のため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組

　んでまいりました。

この結果、物流の効率化施策の推進と不動産の有効活用施策が奏効したことから、当第２四半期連結累計期間の営業収入

は、61億5千6百万円（前年同四半期比5.2％増）、営業利益は6億4千7百万円（前年同四半期比7.5％増）、経常利益は6億2

千7百万円（前年同四半期比7.5％増）、固定資産除売却損の減少などにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は3億8千

  万円（前年同四半期比23.9％増）となりました。　

（２）財政状態に関する定性的情報

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％増加し、4,517百万円となりました。これは、現金及び預金が56百万円、受

取手形及び営業未収金が74百万円増加したことなどが要因であります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ0.6％減少

し、21,505百万円となりました。これは資産減価償却により建物及び構築物が241百万円減少したことが主な要因でありま

　す。

　　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて38百万円減少し、26,022百万円になりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.8％減少し、5,332百万円となりました。これは、流動負債その他のうち未払金

が140百万円減少したことなどが主な要因であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、5,950百万円

　となりました。これは主に長期借入金が51百万円減少したことが要因であります。

　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて295百万円減少し、11,282百万円になりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1.8％増加し、14,739百万円となりました。これは、主に利益剰余金が306百万

　円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績は、ほぼ予想どおり推移しており、その他に財政状況及び経営成績に重要な影響を与えた事象もないため、平成27年

　５月14日発表の連結業績予想について変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　該当事項はありません。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会

　計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日）等を、

　第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を

　行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

　結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日）

　該当事項はありません。
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